
社協とＮＰＯの連携作戦会議 

～復興公営住宅でのコミュニティづくりについて考える～ 

開 催 要 綱 

 

１ 目  的 

東日本大震災からもうすぐ４年を迎えようとする現在も、県内各地の NPO や社会福祉協

議会において、様々な取り組みがなされています。 

今年度は復興公営住宅への入居が始まり、入所者同士、入居者ともともと暮らしている地

域住民等との関係づくり、復興公営住宅も含めた地域づくりなど新たな課題が生じています。

新たな土地でのコミュニティづくりは、入居者だけではなくもともと暮らしている地域住民

への働きかけやそれぞれをつなぐ場づくりなど継続した支援が必要となります。 

 今後は、長期避難を余儀なくされた方々が安心してその地域で生活していけるよう、NPO

と社協がそれぞれの強みを活かし、連携して支援に取り組んでいくことが重要であると考え

ます。 

そこで、今回は、「復興公営住宅におけるコミュニティづくり」を共通テーマに、それぞれ

の取り組みの現状と課題を共有し、今後の取り組みについてともに考えることを目的に開催

します。 

 

２ 主  催 

  社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 

 

３ 共  催（予定） 

  災害ボランティア活動支援プロジェクト会議 

    東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN） 

 

４ 後  援（予定） 

  一般社団法人 ふくしま連携復興センター 

  認定特定非営利活動法人 ふくしまNPO ネットワークセンター 

 

５ 開催日時 

  平成２７年３月１９日（木） １３：２０～１７：３０ 

 

６ 会  場 

ビッグパレットふくしま ３階 小会議室２・３ 

住所：郡山市南二丁目 52  電話：024-947-8010 

 

７ 参加対象 

復興公営住宅でのコミュニティづくりについて、現在支援に取り組んでいる、または今

後支援に取り組んでいきたい、課題意識を持っている方など 

例：市町村社会福祉協議会職員・生活支援相談員、市町村市民活動支援センター職員、   

ＮＰＯ職員など 

 

８ 定  員   ３０名 

 

 

 

 



９ プログラム 

13：00～13：20 受 付 

13：20～13：30 開 会・オリエンテーション 

13：30～14：20 

報告 

「復興公営住宅における支援活動の現状について」 

 郡山市の復興公営住宅における現在までの取り組みや見えてきた課

題、今後予想される状況や課題について共有しましょう。 

【発表者】 

 特定非営利活動法人 3.11 被災者を支援するいわき連絡協議会  

 社会福祉法人富岡町社会福祉協議会  

14：20～14：30 休 憩 

14：30～16：30 

ワークショップ 

「今後の復興公営住宅における支援について」 

 今後の復興公営住宅のコミュニティづくりについて、入居者同士、

入居者と地域住民とのつながりをどう作っていくか、どういった形で

作っていく必要があるのか…など、具体的にどのようなことができる

のか話し合ってみましょう！ 

16：45～17：30 

懇親会 

閉会後、簡単な懇親会を持ちます。引き続き、情報交換などできれば

と思います。 

※時間配分や内容等について変更になる場合がございます。 

ファシリテーター：特定非営利活動法人にいがた災害ボランティアネットワーク 

          事務局長 李 仁鉄 氏 

 

10 申し込み締切り 

   平成２７年３月１２日（木） 

 

11 ご持参いただきたいもの 

●ネームプレート 

※お持ちの方のみで結構です。 

●広報誌やチラシなど 

※「ご自由にお取りくださいコーナー」を設けます。 

 

12 参加申込み・問い合わせ先 

    別紙「参加申込書」により下記にお申込みください。 

   福島県社会福祉協議会 地域福祉課（ボランティアセンター） 

    〒９６０－８１４１ 福島市渡利字七社宮１１１番地 

    TEL ０２４（５２３）１２５４  FAX ０２４（５２３）４４７７ 

E-mail vc@fukushimakenshakyo.or.jp 

mailto:vc@fukushimakenshakyo.or.jp

